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（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会議名 平成２５年度 第１回館山市文化財審議会会議 

開催日 平成２５年１０月２１日（月） 午後１時３０分から 

開催場所 館山市役所２号館２階会議室 

出席者 
文化財審議会委員 ７名 

教育委員会次長、事務局 ５名 

公開・非公開の別 公開  

非公開の場合の理

由 

 

傍聴者 ０ 名 

会議概要・結果等 

1. 委嘱状交付 

 

2. 忍足俊之教育委員会次長あいさつ 

 

3. 館山市文化財の指定に関する諮問について 宋版『孫真人玉函方』 

 忍足俊之教育委員会次長から、椙山林繼文化財審議会長に諮問 

 

4. 椙山林繼文化財審議会長あいさつ 

 

5. 報告事項 

（1） 平成 25年度文化財関係事業の実施状況について 

 千葉県指定有形文化財（彫刻）「（那古寺）木造阿弥陀如来坐像」修

理補助事業、国指定史跡「里見氏城跡 稲村城跡」保存管理計画策定

事業、館山市指定有形文化財（建造物）「小谷家住宅」修理事業、館

山市指定無形民俗文化財「神余日吉神社のかっこ舞」用具修理及び映

像記録作成事業について、事務局が報告した。 

 

（2） その他 

 台風 26 号による暴風雨のため、館山市指定史跡「館山海軍航空隊

赤山地下壕跡」が浸水したこと等を、事務局が報告した。 

 

6. 審議 

（1） 館山市文化財（天然記念物）「サイカチの木」の指定に係る審

議について 

  

 平井良明委員が、平成 25年 5月 7日・同 10月 7日に実施した調査

結果に基づき作成した調査票に基づき、報告を行った。 

 

質疑応答・意見等 

・ 保存に関して、将来的に市道の舗装を透水性の舗装にする必要が

ある。 

・ 事務局は、指定後に、市道管理課である建設課と協議をする予定

である。 
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・ 将来的に市道を拡幅する可能性はないのか。 

 →事務局 市道拡幅の計画はない。 

・ かつては 2 本あったサイカチの木だが、枯れた木を用いて製作さ

れた火鉢が、牧野家に現存していた。 

・ 他県。他市で指定されている「サイカチの木」と比べても内容的

に遜色はない。また、保存会がつくられ、所有者と地域とが一致

して、守り伝えていこうと取り組みが、すでに行われている。 

・ 天然記念物に指定する価値があると判断する。 

・ 答申書を、平井委員と事務局が作成し、次回の会議で確認し、同

日、教育委員会に答申する。 

 

（2） 館山市文化財（典籍）宋版『孫真人玉函方』の指定に係る審議

について 

 

 事務局が、「文化財に関する資料」に基づき説明。 

 

質疑応答・意見等 

・ 全 50 葉のうち、「金沢文庫印」が何丁目にあるのか、また、表紙

に「房州上野氏」と記されていることを、文化財に関する資料に

書いた方がよい。 

・ 典籍の専門家の意見も聞きたい。書誌学的な評価も、文化財に関

する資料に書き込む必要がある。 

・ 3種類の本が 1冊になっているが、金沢文庫の所蔵となった時点で

1冊になっている。員数は、1冊として取り扱えばよい。ただし、

文化財に関する資料に、3 冊がどの丁数にあるのか記す必要があ

る。 

・ 指定の方向で調査を進め、その成果を文化財に関する資料にまと

める。 

・ 答申書を、山本光正委員と事務局が作成し、次回の会議で確認し、

同日、教育委員会に答申する。 

 

7. その他 

意見等 

・ 妙音院、慈恩院にオハツキラッパイチョウがある。この木は、あ

れば文化財指定になりうるべき、貴重な木である。事務局と担当

委員が調査を進めるので、審議会として承知をして欲しい。 

 

 

以上 

 

 


